戦後西ドイツの再建と女性 by 斎藤,晢
戦後西ドイツの再建と女性
斎　藤
?
　ここ数年，ナチズム体験，とりわけ第2次世界大戦
を経たことが，戦後のドイッ女性の生活にどのような
影響を及ぼすことになったのか，そしてまた，その女
性たちの生活は戦後西ドイッの再建にどのような関わ
りを持つことになったのかという観点から，ドイッの
女性史を研究している。その過程で，女性史研究と，
歴史あるいは社会認識の仕方との連関についていくつ
かの間題が浮上してきた。ここでは2つの問題につい
て触れてみる。
　戦中から終戦直後にかけての女性の生活がいわば
「英雄的な」ものであったことについては，これまで
多く語られてきた。爆撃で被災した町の瓦礫を除去す
る女性たちの姿は，まさにそれを象徴している。この
瓦礫の除去は終戦直後には経済的再建の上でも重要な
意味を有していたのであるが，女性の活動の真に重要
な点はここにあったのではなく，むしろ「拡大された
家事労働」と呼ばれる彼女たちの日常生活の仕方にあっ
た。自分だけではなく，家族，さらには親族の生活，
即ちその衣食住の確保までもが全て女性，とりわけ主
婦の肩に掛かり，実際にそれを遂行することによって，
女性たちは戦中から戦後の社会・経済生活の根幹を支
えてきたのである。「拡大された家事労働」のもつ経
済的意味については口を閉ざす者も，困難な状況を支
えた女性たちの努力，その行動能力についてはしばし
ば賞賛の言葉を贈ってきた。
　だが女性たちの「英雄的な」努力が賞賛されると言
うことは，歴史的には何を意味しているのであろうか。
例えば戦時中，女性たちの努力によってドイッ国内の
生活が維持されたと言うが，ドイツ国内の生活が維持
されていく上での最も基礎的な条件は，ユダヤ人やソ
連人捕虜，東ヨーロッパから強制連行された人々の強
制労働，占領地からの事実上の略奪等にあった。女性
たちの「拡大された家事労働」はこのことを基礎とし
て初めて成り立つものであった。戦時中の女性の「英
雄的」行動，「拡大された家事労働」に関する議論に
は，このようなナチズムの戦争政策の根幹をなす問題
への言及がかけている。言い換えれば，そこにはナチ
ズムの犯罪行為に女性もまた責任を負うかという，
「歴史家論争」に関連して一部の女性史研究者から提
起された問題が，問題として意識されていないという
状況があり，また，ナチズムの犯罪行為を人々の日常
生活と切り離してしまう，ナチズム認識の歪みがある
と言えよう。
　戦後に関しても問題がある。戦中から戦後にかけて
の女性の「英雄的」行動と言うことについて言えば，
日本の女性の場合もドイッの女性と異なるものではな
かったであろう。だが，日本では当の女性たちからそ
のことが壊古的に語られることはあっても，ドイツの
場合のように賞賛されることはないように見える。こ
の違いがどこから来ているか念頭に置いてドイツでの
論議を見ると気がつくことの一つに，ドイツにあって
は戦中から終戦直後にかけての女性の生活が，1950年
代以降の生活と対比されていることが挙げられる。50
年代以降の家族と女性のモデルは核家族とそこでの専
業主婦である。これに対して，それ以前の女性の「英
雄的」行動は正常ならざる例外的状況下での行動であ
り，正常への復帰とともに消えてなくなるべき行動の
ありようなのである。こうした理解の仕方には，50年
代以降の家族とそこでの女性のあり方を規範とする観
方が潜んでいる。
　以上のように，戦中から戦後にかけての女性の行動
をいかに見るかということは，実は，ナチズム認識や，
女性の役割や家族のあり方について観方を明らかにす
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ることなのでもある。
